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時間 場所 タイトル 概要

11：10～11：50 1203
1204

～専門性のその先に～

生活共創学部の目指す学びとは？

「資格を取ってさらに＋αの強みを持つ」それを可能に

するのが生活共創学部です。本イベントでは、本学部

教員が座談会形式でそれぞれの専門を語り合い、その

中から新しいアイデアを共創します。このような共創

の場では、専門家の視点だけでなく生活者の視点が大

切です。是非、高校生の皆さんも生活者の視点から本

イベントに積極的にご参加ください。

担当者

　　【生活イノベーション×食科学】
　　生活イノベーション：澤田先生
　　　　　　　　食科学：河田先生
　
　　【住環境デザイン×こども教育】
　　　住環境デザイン：小池先生
　　　　　こども教育：新開先生

時間 場所 担当者 タイトル 概要 授業を楽しむ、ひと言ポイント

13:30〜14:50 1506 立川先生

「電車でGO！ 」

JR 東日本八王子支部・（株）

あすいく・子ども教育学科・

大学コンソーシアム八王子協

同事業

〈八王子駅構内保育/公募イベ

ント「えきいく」〉活動の疑

似体験と社会教育活動の紹介

ほか

・八王子の「地域愛」を育むという趣旨の公募制こどもイ

ベントの一部を体験できます。

・ほかにも、地域に根ざす社会教育活動に寄与する子ども

教育学科の活動を紹介します。

・資格や免許にこだわらない社会文化的なアプローチを通

して、個別最適なキャリア形成に資する体験を提供してい

ます。

学校園の中だけでなく、地元企業や公益法人、教育行

政などとタイアップする社会教育では、「次代を担う

子どもたちの育ち」をどのようにサポートするかを真

剣に考えています。

地域に貢献する責任や魅力を伝えるプロと保育や教育

のプロたちが企画する活動に学生が参加することは、

実習やインターンシップでは知りえない社会の実態を

目の当たりにする経験です。

ここでは、造形工作を通して地域の魅力を知る幼児向

けワークショップから自身のキャリアデザインについ

て考える機会としてください。

時間 場所 担当者 タイトル 概要 授業を楽しむ、ひと言ポイント

13:30～14:20 1305 呉先生
日常に潜むAIの力：未来を

変えるテクノロジーを知ろう

この授業では、AIの基本概念と日常生活での活用事例（ス

マートフォン、家電、自動運転、医療など）を学びます。

AIの長所（効率性向上、利便性）と短所（プライバシー問

題、雇用への影響）を理解し、AIの倫理的な課題（公平

性、責任）についても考えます。また、AIが未来の職業に

与える影響を探り、AIと共存するために必要なスキルや心

構えを紹介します。授業は講義形式で進行し、最後に質疑

応答でまとめます。

AIが私たちの日常生活の中でどのように活用され、未

来の世界をどのように変えていくのかを探求する、身

近で実感できるわくわくする学びの時間です。

13:30～14:20 3603 白井先生
ひとりひとりの未来を

描いてみよう

住環境デザインコースの学びを通してなれる建築士やイン

テリアコーディネーターなどの仕事を理解することで自分

の将来像をイメージしてください。

書いて、話して、楽しんで。

13:30～14:30 ローズ
コート

大嶋先生

食品製造において殺菌って重

要なんですよ。実は静電気も

殺菌に使えるって知ってた？

食品製造において微生物の殺菌は大変重要です。微生物の

世界の紹介と、広く用いられている熱殺菌の仕組み、そし

て静電気を用いた新しい殺菌方法について紹介します。そ

の他、学科紹介ではお伝えしきれなかった食科学プログラ

ムについての魅力をお伝えします。

微生物を原因とする食中毒ってなぜ起こるのでしょう
か？このリスクを正しく理解しましょう。また冬場の
不快な静電気も利用価値がありますよ。


